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「星の家Jホ ーム長 俊 彦

去る6月 30日 、私はこれまで勤務してきた児童養護施設を退職いたとました。

これからは 「星の家」ピ 「青少年の自立を支える会」の仕事に専念させていただくことになります。

これもみなきまのご支援の賜物ど深く感謝いたとております。

昨年の9月に 「星の家Jめまォ_ブ ンにて以来、どうしても家たいる晏の方に負担がかかってしまい、4～

大変な思いをさせておりましたが、これでようやく “ホーム長
'ど
とての責任を果たせるような形に

なりました。

とりあえず、家の中を整理に、気持ちを新たに子どもたちのケアに当たりたいと思っています。

夏が終われtゴ、 「星の家」ができてから1年になります。

いまさらこんなことを言うのも何ですが、 「星の家」に来る子どもたちと生活を共にするというのほ

思った以上に大変です。いろいろな事件が起こります。手持ちの家口識や方法ではどうにも対処て
rき
ない

いままでの自分のままではやって行けないとヽ うヽようなそ日の連続です。自分の欠点が自分に突きつけ

られます。スリル満点て
'す
。私自身、思奉期以来こんなに自分のことを考える日々ほ無かったような

気わことま弓略

そとて、家族のこと。 「星の家」力まなかったら、こんなに妻や子への思いが大きくなったのだろうか

とも考えるのです。これは私にとってありがたいことだど感謝 ヒてヽヽます。深夜、自分の子どもたちの

寝顔を見て、せの安らぎをもらいながら、同時に 「これからどうなって行く‐のだろう」と、ャS、と不安が

よぎることもあります。でも、幸いなことに今のところその不安は、すく
や
に前向きの気持ちで解消され

ています。とにかく前に進んでいくとかないと思います。

家族への思いほ入を ヒている子どもたちへの思いにつながっていきます。

考えてみれば、入を とている子どもたちも、私たち家族も、他に行くところがありません。みんなの

気持ちがパラパラにならないように、ここに住むすべてのメンパーにとって 「星の家Jわ宝居4せ地の良い

ところであるように努めるのが
“
ホーム長
"の
大きな役割ピ言えるのでしょう。

とに言っても、それはやっぱり簡単なことて
・
はありません。現状では、まだまだ生まれたばかりの

「星の家」を維持するだけて
｀
精一杯ど言わざるを得ません。いつかは、ゆとりを持って涼とい顔をとて

暮らせるようになりたいと思います。それが、ここに来る子どもたちにどってもきっピ良いことだど

思うのです。

でも、 「まだサ各まったばかりじゃないか」という気もするのです命 5年 後、 1 0‐キヤ女のこ

とヽ
ふＳヽ
１
■
■

/Arがら、若実に経験を積んで行きたいと思っています。

どを考え
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近年、青少年による犯罪の多発や薬物乱用、性をめぐる問題等、青少年が直面する問題が深刻

ヒし、その対応は緊急の課題となっている。この課題に取り組むために、家族、学校、職場、地

社会、関係機関はどのような役割を果たすべきなのだろうか。

自立援助ホームは、児童福祉施設を退所 したり、あるいは虐待を受けるなどして 「大人」にな

ることができずにいる子どもたちの最後の拠りどころとしてその発展が期待されている。今、青

年の健全育成にとって多くの示唆に富む実践を展開しているのが自立援助ホ
ー之、である。

このセ ミナーを通 して、広く一般に心に傷を負った子どもたちへの社会的援助の必要性を訴え

自立支援体制の基礎を強化するためのネットワータづくりに向けた確実な
一歩をしるしたい。

主催  全 国自立援助ホーと、連絡協議会  特 定非営利活動法人 青少年の自立を支える会

日時  平 成 12年 3月 11日 (土) 1 0 : 0 0～ 16 : 1 5 ( 9 : 3 0～ 受付)

場所  と ちぎ健康の森 講 堂 (宇都宮市駒生町333 7 - l  T E L 0 2 8  6 2 3 - 5 8 5 8 )

参加人数 300名 を予定 参加費 無 料

中込み 1自 立援助ホー2、「星の家」 TEL/・FAX 028 65101621

〒3210963宇 都宮市南大通 り4-218

※氏名・住所。電話番号・所属、及ひ当日の昼弁当の注文(必要かどうか)を記入し

FAX又は郵送で上記までお送 りくださいっ

開催プロク
｀
ラと、

10:00 開 会挨拶 遠 藤 浩 (全国自立援』カホープ、連絡協議会代表)

趣旨説明 武 田陽一(東京都経堂憩いの家代表 )

第 一部

10:30 基 調講演 「自立援助ホー之、を全国にJ

講師 藤 野興一(社会福祉法人 鳥取 こども学園 )

第二部

13:00 シ ンホジウと、「子どもたちの自立を支えるために」

シンホジス ト  遠 藤 浩 (横浜市自立援助ホーユ、えんとうホーユ、)

秋場 博 (栃木県中央児童相談所所長補佐兼判定指導課長 )

須藤光班、(宇都宙市立呈が丘中学校技長)

コーテタネーター 伊達悦 子(作新学院大学女 干短期大学部教授)

青少年の自立を支える会に、ご意見をお寄せしたい方は、事務局までお願いします

募集しています3,プ



をき揮塾α)メ 手 浅 香勉 (静岡県立大学短期大学部)

ぐ 支 援 の 必 要 な 子 ど も 幸 に 思 う 》

私にとって星の家ホーム長の星俊彦さんも、そして奥さんの美帆さんも共に児童養護施設で
一緒に働いてきた仲間です。その星さんから原稿の依頼を頂きました。どのような内容の原稿

を ?、 と尋ねますと児童養護施設の勤務経験を踏まえて何か、とのことでした。 私 は児童指

導員としてぼんやりと子ども達に関する様々なことを考えてきましたが、その中の
一つに楽 し

く育っていない子どもが広く一般家庭にも増えているという実感がありました。

例えば在籍している中学生が友だち (ほとんど優等生はいない)を 連れてきた時など、あり

あわせの物で昼ご飯などを勧めると、彼らはきちんと調理された食事、大人の想いのこもった

食べ物を採っていないのがその食べっふりのよさから容易に想像がつくのでした。 ま た顔と

名前が一致する親 しさくらいになって、手伝いなどを頼むとむしろ喜んで手伝いをしてくれた

りもするのてした。面と向かっての心の交わりから遠ざかっている様子でした。むろん隠れて

の喫煙や夜間の無断ての外出等などには、在籍の子ども達と共に彼らも旺盛に関わっていたの

で楽なことはかりではありませんでしたが、それでも彼らの不適応行動に潜む寂しさはわかり

ました。彼らの家に無断外出の子ともを探 しに行った時など、その雑然さとともに家の中に保

護者 ・家族の温かみか無いことに胸が痛みました。

彼らと同じように長じて自立できるまで多くの支援の必要な子とも達が増えています。

青少年の把罪の多発、葉物濫用そして無就労等といった青少年問題の背景には、このような生

育環境か共通 しています。青少年の自立を支える会通信第 10号 、 11号 に曽根先生をはじめ

横浜市自立援助ホーム長遠藤さんらかまとめてくださったとおりだと思います。

残念なことに凶悪犯 (強盗 ・殺人・放火 ・強姦)、 触暴把 (黒行 ・傷音 ・脅迫 ・恐噌)に 占

める少年の比率か増えています。夕年人百1(1 4～ 19歳 )の 減少率からすれはきわめて離し

い状況てす。

少年非行の地域性も都市部に限定されず全目的広かりをみせています。また、非行歴のない

少年達の凶悪把 ・触暴把による補導率も L昇 しています。いわゆる 「突然切れてしまう少年」

の増加です。

このような rと も達に提供しなくてはならないのは、星の家て jlとも達に示そうとしている

「失敗してしまったり、倒れそうになった時はいつても婦ってこられるような安心感のある場

の提供」なのてす。

今後とも星の家の実践に学びつつ、私も,1とも達への支援を続けたいと考えています。

(資料 :警察庁資料平成 10年 6ナ]より作成)

対前年比増加率が、全□平均を上回ったのは、21府県に達する。
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非行歴のない区l悪j巳・粗暴犯による補導
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1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年 1998年 1997年
凶 患 B:ょるに導く(故 508    500 476    508 624
凶 患 巳たょる電導(比嘉 40.7   40_8   40.2   41.3   43.1   47.8   46、 1   48,3   50.7   47.8
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会 長 の 小山博 (下野三楽園 )

て景景をR号音言督倉露倉譜密だ望墨墓縄墨極当倉盆踏皆事場?法身T系裟志τ警t千告忌|
のと思います。                              |

畳宮を目資をを岳雪ををi告を;暑最景暑骨倍暑言槍を最二言魯岳暑を景景:誉盲督暑督|
成しております。

"の
下、概ね 2才 ～ 18才 (高校 3年生)の 子供達が生活しております。|

多様な子供達の中、思奉期という揺れる時期に限られた期間での差育には限界もあります。|

退所後、正に今` 亡ヽの拠 り所を必要としている子達か、 “星の家
"て
の生活を通 して、自立

した生活が送れるようになることを私共としましても期待しております。
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会 著 紹 介  ( 1 9 9 9 = 1 0 , 1 3 ]～2 0 0 0章1月21 :に大会された方です )

渡辺陽子 松 本順子  干 :部孝綱  馬 場友治  小 林睦美 福 田 しずえ

鈴木恭手 野 間昌代  山 田正男  本 際ゆみ 干 月R部成手 伊 束富美

渡i理俊子 宇 津末幸子 山本久子  阿 尾進   稲 田貴手 澤 田政孝

藤平一恵 中 島猛   吉 ,) t実替f確 藤文代  北 '賓語 チ 瓦 井久美子

高村 ヒロシ 北 野慧美      :矢 坂市 1 本 [J広美  藤 本早

手塚格子  君 島民子      :高 根沢町 ]佐 藤道手  斎 藤修一

大島喜fく子 [氏 家町 ]白 L桂 子  :大 tB原市」大島登

中里保男  :東 京都 :武 田陽一  :仙 台市:橋 本あけみ(改缶|!略させて1+女きまT

ユ!振の輪 (2000年1月31[l現在)

青少年の自立を支える会 事務局
C (ヽ C i t ,◆◆◆◇r〕〉◆エン| てヽ (↑てて'

〒321 0 9 6 3  宇都宮市南大通り421 8

自主援助ホーユ、「星の家」内TEIフ・FAX 0 2 8 ( 6 5 1 ) 0 1 6 1

1日 5, 0 0 0円[郵便為昔/字都宮001 4 0 3 3 6 6 9 7 2線/脅ク年う自上を支える会]

ィア募集 !どんなことでもお手伝いいただける方、お待ちしていますc
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